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A Proposal to the Singing Expression of the Japanese Language in Italian Bel Canto Vocalization:









































































































































































































































































































　｢ここは｣ ｢どこの｣ の ｢こ｣ や ｢ど｣ は[o]の韻を強調した。
言葉に伸びやかさが出ることにより，母の切なる思いを表現し，



































































































　｢いやだな｣ に ｢い｣ は，いやな気持ちを表す効果で ｢i-yya｣
のように子音を強調した。
　言葉の発音上の表現ではないが，２番の ｢たれてる｣ では，
本来楽譜には記載されていないが，がっかりした気分を伝えよ
うと，rit.（だんだん遅く）での演奏を試みた。
６．総合考察
　これまでに筆者が行ってきた日本歌曲の演奏に対しては，
「日本語がわかりやすい」「言葉が明瞭だ」など，比較的好評を
得ていたが，あらめて研究の報告としてまとめることで，長く
自分の中で追求してきたものを明確にする機会を得ることにつ
ながった。しかし，客観的に実際の音を聴くことも様子を見る
こともできない中で，発声技法を文章化することは模索の連続
であった。
　それゆえ専門家の方々からの批評を基に，自身の演奏を振り
返ってみる。
　「学生のころから演奏を聴いているが，日本語の発音のよさ
は変わらない。「流れ」が途切れずに存在することも特徴であ
ろう」（音楽プロデューサー）。
　「子音が弱い時がある。同じ歌詞でも鮮明に聞き取れるとき
とそうでないときがある。子音の立てすぎを意識しすぎてのこ
とかもしれない」（本番伴奏ピアニスト）。彼はこれまでの演奏
会のほとんどで，伴奏をしている立場からの意見であり，常日
頃から母音子音に取り組んできたことを理解している立場なら
ではの批評である。
　「女声でここまで日本語が鮮明に聴き取れた事がない」（声楽
家２名）。
　これらの批評から考察すると，おおむね言葉を自然に明瞭に
表現する，という筆者の目標は達成できた。次回への課題は，
息のコントロールを駆使してレガートを意識して歌うことであ
る。
　言語学的に正しく発音することと，歌を聴衆に正しく伝える
（聴衆が違和感なく受け止める）発音は，微妙に異なる。どの
ような発声法で歌うかということも大切であるが，聴き手（聴
衆や幼児）にどのように聴こえているかに気を配り，呼吸や声
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をコントロールしていくことを考えていかねばならない。その
ような際には，母音・子音，そして言葉の「すき間」への発音
の工夫をすることも不可欠であると考える。
　声楽の基本はレガートに歌うことである。保育者の歌は，美
しいメロディを保育者の自然な声で，幼児に話しかけるように
歌いかけることである。歌詞（言葉）の伝達は必須である。ま
た，プロの演奏家の歌は，鍛えぬいた息のコントロールの技術
や，響鳴の美しさや深さを持った声で，表現していくことである。
　いずれにしても，歌を通して，日本語ならではのメロディ感，
素晴らしさを他者に伝える使命は同じである。それにはいかに
正しく美しく歌詞を伝えられるかを追求する姿勢もあわせて大
切にしなければならない。
７．今後の課題
　今回は，ベルカント唱法で日本語歌唱を行う際の問題点を，
母音・子音を中心に研究をまとめた。発声法については，呼吸
やそれに伴う姿勢，人体という楽器についても今後考察してい
く必要がある。
　また，学生の発音の向上を，歌唱の面からさらに追求してい
く必要もある。
　言葉を多く発しない日本文化は，コミュニケーション能力の
弱い国民性を作り上げてしまっているのかもしれない。気負う
ことなく歌が口ずさめ，母親による子守唄の歌声も巷で復活し，
自然な肉声での「歌声」が，世の中に静かに響いていくことを
願ってやまない。日本語を，歌を媒体として正しく伝える重圧
を感じつつ，演奏家として，また教員としてこれからも研究を
積みたい。
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渡辺明子ソプラノリサイタル　概要（該当部分のみを記載）
　・日時：2013.3.26　　19:00開演
　・場所：銀座　王子ホール
　・曲目：第一部　
　　　さくら　さくら　　日本古謡
　　　とおりゃんせ　　　わらべ歌
　　　日本古謡による四つの子守唄　　一世（issei）編曲
　　　しゃぼん玉　　　　野口雨情/中山晋平
　　　赤い靴　　　　　　野口雨情/本居長世
　　　ことりのうた　　　　　与田準一/芥川也寸志
　　　かわいいかくれんぼ　　サトウハチロー/中田喜直
　　　木下牧子歌曲集「愛する歌」より
　　　　・ロマンチストの豚
　　　　・さびしいカシの木
　　　　・犬が自分のしっぽをみて歌う歌
  やなせたかし/木下牧子
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